
「経営戦略」の策定の概要

各公営企業が、将来にわたって安定的に事業を継続
していくための中長期的な経営の基本計画である
「経営戦略」の策定を要請
（平成26年8月29日付け公営企業三課室長通知）

「経済・財政再生計画」の「集中改革期間」である平
成28年度から平成30年度までの間、集中的に策定
を推進（平成32年度までに策定率100％を目指す。）
（平成28年1月26日付け公営企業三課室長通知）

経営戦略イメージ

① 特別会計ごとの策定を基本とすること。

② 企業及び地域の現状と、これらの将来見通しを

踏まえたものであること。

③ 計画期間は10年以上を基本とすること。

④ 計画期間中に必要な住民サービスを提供する

ことが可能となっていること。

⑤ 「投資試算」をはじめとする支出と「財源試算」に

より示される収入が均衡した形で「投資・財政計

画」が策定されていること。

⑥ 効率化・経営健全化のための取組方針が示さ

れていること。

経営戦略の特徴

投資・財政計画（収支計画）

投資試算 財源試算
均衡

【投資以外の経費】

反映

効率化・経営健全化の取組方針

組織、人材、定員、
給与に関する事項

広域化、民間資金・ノウハ
ウ活用等に関する事項

その他の経営基盤強化の
取組み（ICT活用等）

資金不足比率、資金管理・
調達、情報公開

その他の重点事項（防災
対策、危機管理等）
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